
















今回の大動脈縮窄症,大血管転位症に対する長期管理基準案をふくめて従来の管理規準案

(表 3～8)は日常生活,体育,レクリエーションについて文部省の作成した心臓病管理基準

指導区分によるものと,よらないもの,あるいは重複しているものがあるため,これを心臓

病管理指導区分によるよう統一をはかり最終案(表 9～19)を作製した。なお,大血管転位症

については手術が普及してから日が浅く,対象となる症例が年長者でも学童期であるため,

より長期の遠隔成績が判明するまで,職業制限の項目は将来の問題として保留することと

した。 


